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お

願

い

い

た

(

大

洲

市

、

票

管

理

委

員

会

)

一

「

(

ー

与

量

豊

に

よ

り

加

算

さ

れ

ま

す

。

簡易保険新加入運動
主 催 郵 政 省

協賛大蔵省白治省文部省
貯蓄増強中央委員会その他

く

的
に

~.ll 月

保険金100万円引上げ記念

工

大
洲
平
野
の
土
地
改
良
事
業

(
市
教
青
委
員
会
)

，、，→
‘ 

大
洲
平
野
の
土
地
改
良
事
業
惟
進
の
準
備
も
い
よ
い
よ
整
い
、
一
方
今
年
度
事
業
費

六
千
八
百
万
円
も
既
に
決
定
し
た
の
で
、
近
く
本
格
的
に
工
事
に
着
手
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

9月



南
海
放
送
大
洲
テ
レ
ビ
局
が
い
よ
よ
完
成
川
同
月

1
旧
ゆ
b
鮮
明
崎
健
;
ぼ
ゆ
仇
惇
寸
コ
防
除
同
同
同
恰
拭
険
加

H
旧
い
快
例
民
説
講
堂
で
開
か
れ
ま
ナ
。

I
l
l
i
-
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l刈
引

叶

別

引

引

引

汁

ツ

芯

わ

れ

れ

引

引

引

引

打

引
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U
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引

引

引

引

引

引

引

F
E
E
Z
E引

u
i
u山
「

ー

ー

一

O
芳

一

期

布

団

)

一

切

年

1
月
1
目
先
年

7a一
検
査
は
九
月
、
十
月
で
玉
、
詳
し
一
も
濃
く
な
り
手
。

た

振

雲

に

主

づ

く

体

育

事

委

員

に

一

…

う

し

談

い

)

む

目

式

…

一

A

お
知
ら
せ
v
一

兜

21日

t
差

点

ヱ

日

の

出

生

者

一

い

こ

在

、

文

書

を

回

覧

し

ま

す

か

一

語

を

迎

え

る

量

生

徒

、

夏

の

回

以

委

嘱

し

ま

し

た

。

一

山

よ

ま

相

さ

町

課

早

挙

え

…

一

ィ

一

日

ま

で

の

出

生

者

一

家

一

一

期

一

E
Eぃ
。

一

足

る

さ

を

吹

き

と

ば

し

て

、

撃

を

.

こ

の

委

員

は

各

地

域

主

選

出

さ

れ

一

…

し

"

り

の

た

で

果

会

で

張

く

川

一

内

職

者

を

募

集

-o方
二

期

(

追

加

)

一

塁

4
月
2
日
t
型
4
月
1
一

一

あ

げ

る

露

、

み

の

り

の

秋

を

迎

え

る

一

U
D前
諮
問
一
日
ぷ
主
的
九
百
工
一
軒
月
一
日
在
日
一
点
臨
時
一
見
龍
一
一
九
日
一
の
一
前
世
話
即
時
耕
一
一

一

を

き

7
2
3、
町

民

館

等

の

警

一

…

式

用

…

琳

酔

肌

ら

市

間

三

か

W
H
4
2
l
i
lく
九

三

い

一

い

な

い

者

7ほ
か
詳
し
い
こ
と
は
地
区
長
三
一
最
義
育
旺
盛
な
時
聖
い
わ
れ
ま
す
一
で
す
。
一
日
は
二
百
十
日
に
当
た
り
ま

一

を

冒

-

機

関

そ

の

他

行

政

機

関

の

行

な

つ

ス

ネ

挙

利

…

が

結

お

か

は

後

組

く

ヵ

フ

臥

…

(

講

習

会

)

一

o主
一
一
期
(
追
加
)
一
を
通
じ
て
文
曹
を
回
覧
し
て
お
り
ま
一
こ
の
た
い
せ
つ
な
時
期
の
E
し
い
工
事
、
台
風
に
対

Z
棄
は
し
す
ぎ

一
叫
ん
乱
期
的
器
開
正
史
二
工

J

E
町
一
一
藤
村
こ
一
相
耕
一
日
(
喜
一
一
一
抽
出
口
)
じ
れ
ん
一
諮
問
問
者
一
問
時
期
間
出
掛

一
↓
さ
指
一
認
諾
り
は
い
河
川
町
一
…
駒
一
師
二
詰
川
ゴ
立
ぷ
所
一
一
語
か
吋
唯
一
と
は
市
社
会
課
一
時
間
以
官
民
健
康
診
査
一
・

F
「t
雪
月
初
一
鰐
口
増
長
い
わ
れ
研

一

は

j
育

一

日

駐

車

一

長

問

明

治

=

同

署

叫

室

戸

ゆ

一

九

…

一

久

フ

一

ア

リ

ヤ

一

諸

君

弓

回

覧

一

缶

詰

詰

聞

に

せ

責

に

行

な

い

ま

す

一

告

は

二

亘

一

十

日

十

三

日

は

一

3

石

一

ス

ポ

ー

ツ

の

室

し

ん

で

く

だ

さ

い

一

E

-

一

盲

目

ゼ

キ

一

定

期

種

痘

は

全

震

診

を

つ

け

て

く

だ

さ

い

。

一

が

地

区

別

白

書

ほ

か

詳

一

司

法

保

護

記

念

日

で

す

。

十

音

の

老

一
一
ト
-
話
語
持
時
再
開
一
時
九
四
一
尚
一
μ

健
康
診
断
川
は
一
混
合
予
防
接
種
一
φ

該
当
者
一
三
十
日
1
日

lp月士号、

i
z一れ
軒
町
長
江
川
崎
町

一

E

羽

田

一

帰
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日

時

下
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日
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材
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陸

一

受
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ら

れ

ま

し

た

か
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一

訪

日

以
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M
U
F

一

v

p

ブ
ト
O
栗
一
回
浩
(
大
川

l譲
)

一

郎

(-7

グ干
)

O

大

森

重

(

水

泳

一

一

療

さ

れ

、

有

料

と

な

り

ま

す

、

そ

の

一

平

需

要

一

O

大

型

機

械

に

よ

る

病

室

の

防

除

一

へ

ラ

ク

ル

ス

は

ギ

リ

シ

ャ

神

話

随

二

ら

え

る

よ

主

催

し

を

考

え

て

あ

げ

る

一

，

〆

ー

、

F

O

金
重
寿
(
柳
沢
l
野
球
、
陸
上
)
一

)
O西
尾
愈
(
舞
踊
)
一
市
民
の
み
な
さ
ん
、
健
康
診
断
は
受
一
を
受
げ
て
く
だ
さ
い
。
受
否
は
自
由
で
す
。
一
五
一
時
間
一
五
、
農
業
機
械
(
講
義
喜
三
)
一
の
譲
で
平
二
墓
前
」
の
て
が
り
を
一
こ
と
で
す
。

一
p
t
m問
M

w

.

0

池
田
泰
介
(
審
!
陸
上
)
O
宝
一
註
l
ご
内
は
地
区
1
特
技
一
け
ら
れ
ま
し
た
か
、
ま
だ
の
方
は
余
暇
寸
健
康
診
断
と
い
-
つ
の
は
そ
の
へ
か
健
ケ
虫
、
貴
重
に
つ
い
て
は
、
一
マ
学
習
内
容
一
O
大
型
ト
ラ
ク
タ
ー
に
よ
る
水
棄
す
と
げ
た
と
い
わ
れ
る
勇
者
で
し
た
一
@
二
十
日
接
岸
の
入
り
で
、
動
物
愛

!
一

q

司
戸
行
E
F

明
美
(
三
善
1
器
械
体
操
)
O
後
藤
松
一
(
市
教
育
委
員
会
)
一
を
み
て
ち
ょ
り
の
病
院
、
診
療
所
、
医
一
康
で
あ
る
か
ど
う
か
を
た
し
か
め
る
一
医
師
が
必
要
と
認
め
た
場
合
に
限
り
一
一
、
農
業
経
営
(
講
義
演
習
四
時
間
)
一
培
一
貫
作
業
譲
に
つ
い
て
一
そ
の
一
つ
に
、
牛
一
一
一
千
頭
の
い
る
牛
一
重
関
も
始
ま
り
ま
す
。
ま
た
こ
の
同

友

一

、

J
U
美
(
八
多
喜
l
言
。
上
川
好
邦
(
一
一
撃
ど
で
次
の
こ
と
に
留
意
し
て
診
断
一
た
め
に
行
啓
つ
診
断
で
、
実
主
一
行
な
わ
れ
る
も
の
で
す
。
一
O
農
業
霊
法
と
農
業
構
造
改
蓋
二

0
申
小
農
機
具
の
高
度
利
用
に
つ
い
一
舎
を
百
で
掃
除
す
れ
ば
、
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の
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は
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字
五
日
で
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ゆ
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十
五
夜

r

N

-

Z

3

7

-

書-是正
-
s
=
Z
E
-
-
w
i
z
-
-
-
一
z
-
z
-
'
z
z
z
=
z
=
z
z
z
一
=
一
自
主
三
一
=
=
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三
E
z
-
-
s
-
Z
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z
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一
る
か
ど
っ
か
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し
ら
べ
る
た
め
の
診

O
健
康
診
断
の
結
果
、
薬
剤
又
は
治
療
一

O
営
農
類
型
と
農
業
経
営
形
態
一
て
一
十
分
の
一
を
与
え
る
と
エ
リ
ス
王
ア
ウ
一
に
当
た
り
ま
す
。
お
月
見
の
ご
ち
そ
う

ほ
Y
慎
重
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お
り
画
室
=
越
智
進
(
今
治
市
青
木
通
)
一
断
で
は
な
い
の
で
す
。
し
た
が
っ
三
惑
の
投
与
や
支
給
等
の
診
療
行
為
一

O
こ
の
地
方
に
お
け
る
農
業
経
営
診
一

O
農
業
機
械
の
特
性
と
操
作
す
ア
ス
が
約
束
し
た
と
こ
ろ
、
彼
は
川
一
は
、
素
ぽ
く
な
も
の
で
も
こ
ど
ち
た
ち

人
景
決
ま
り
ま
し
弓
一
圏
雲
上
田
博
二
奇
市
大
洲
駅
一
既
に
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に
か
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っ
て
い
矢
は
、
一
を
受
け
る
場
A
毘

初

診
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に

つ

い

て

一
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料

一

主

き

と

め

て

一

度

に
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空

舎

皇

室

長

び

ま

す

。
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、
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月
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制
十
周
年
祝
一
前
)
入
野
妙
(
同
大
洲
)
て
」
の
健
康
診
断
券
を
使
っ
て
も
無
意
-
し
ま
す
。
一
二
、
今
後
の
稲
栽
培
体
係
(
講
義
五
)
一
(
市
教
育
委
員
会
一
れ
い
に
し
ま
し
た
。
し
か
し
吉
約
束
一
。
二
十
二
日
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費
、
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十
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秋
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軒
て
2
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計
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問
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日
ン
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(
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生
課
)
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絹
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目
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れ
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菜
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境

問

題
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目
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に
蓄
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技
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一
い
も
の
で
古
な
お
二
十
四
日
か
ら
結

成

人

農

業
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座

一

空

襲

二

O
)

一
神
話
「
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リ
ン
ピ
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一
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ン
ピ
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高
言
し
た
o

こ
れ
一
核
予
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間
が
始
ま
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ま
す
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O
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栽
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ペ
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ノ
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リ
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一
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培
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に
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国
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、
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あ
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の
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の
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前
号
で
も
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号
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O

A

V

A
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一
四
、
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害
虫
U
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(
襲
喜
一
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ツ
ポ
ダ
メ
イ
ア
と
い
う
美
し
い
お
警
官
に
は
、
吉
ペ
ロ
ペ
ス
と
オ
イ
ノ
一
回
復
す
る
こ
と
が
ま
す
大
切
で
す

理
校
、
農
業
改
良
普
及
所
、
教
育
委
一
マ
開
設
期
間
一
)
一
ま
が
い
ま
し
た
。
言
語
の
む
こ
一
マ
オ
ス
玉
の
霊
の
彫
刻
が
智
れ
て
-
涼
し
く
な
る
と
湿
気
が
少
い
た
め
体
温

員
会
、
主
催
に
よ
る
成
人
農
業
講
座
の
一

9
月
官
官
翌
年
2
月
管
ま
一

0
新
し
い
草
お
病
室
と
防
除
法
一
に
、
界
最
車
レ
1
ス
で
勝
つ
主
あ
る
そ
つ
で
す
。
一
の
議
室
く
。
細
胞
の
活
動
が
盛
ん

日
程
等
の
あ
ら
ま
し
が
次
の
と
お
り
き
一
で
の
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週
土
庇
日
午
後
一
時
l
一

O
こ
れ
か
ら
の
水
稲
宣
伝
除
対
一
に
姫
を
あ
た
え
る
と
約
束
を
し
ま
し
た
一
一
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
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も
ま
し
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り
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し
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し
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司
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i
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婦
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し
て
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で
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事
踊
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万
二
は
い
う
も
の
の
あ
ま
り
食
べ
す
ぎ
る
と

l
チ
ヤ

I
R
レ
ン
ゲ
な
ど
い
ろ
い
や
割
れ
目
に
潜
る
の
で
、
亜
主
技
の
一
一
人
の
蓄
の
畿
を
し
り
ぞ
け
て
き
ま
雇
盤

7
内
↑
一
か
え
っ
て
胃
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を
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し
ま
す

o
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の
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一
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司

彊

踊

管

一
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に

は

寝
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下

一

刷

を
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ろ
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ド

で

、

一

信

号
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詩

長

円

一

一

し

日

を

闘

い

た

小

ア

ジ

ア

の

リ

デ

イ

一

置

数

Z
損
惜
一
一
二
与
す
い
の
で
を
に
こ
ピ
も
に
は

あ
げ
る
こ
と
も
必
要
で
す
が
、
輪
作
焼
却
し
ま
す
。
三
ア
の
ペ
ロ
ペ
ス
は
審
査
イ
ン
ド
に
扇
幽
総
死
傷
物
竺
注
意
力
量
て
す

o

こ
れ
は
‘
体
長

三

-

咽

四

圃

二

温

低

下

に

順

応

す

る

こ

と

に

な

れ

な

を
つ
ま
く
や
っ
て
年
間
収
量
主
図
書
室
九
月
中
下
旬
一
一
祈
っ
て
黄
金

ω霊
と

驚

を

さ

づ

町

臨

ニ

い

官

民

ら

れ

る

現

象

だ

そ

う

で

す

な

お

た

い

せ

つ

で

す

。

一

一

か

り

、

み

ご

と

に

主

に

勝

っ

て

姫

と

結

-
B
i
l
l
i
-
-
-一一

五
十
二
日
ぶ
り
、
即
ち
八
月
二
十
四
一
一
婚
し
ま
し
た
。
や
が
て
ペ
ロ
ペ
ス
は
ゼ
「

l
i
l
i
-
-
i
l
l
-
-
一
で
す
か
ら
下
痢
そ
の
も
の
は
単
純
な
の

日
に
語
、
そ
の
量
二
七
ミ
リ
日
一
一
ウ
ス
神
を
あ
が
め
る
た
め
一
大
競
技
会
一
広
寂

η
J
S
J一

一
で
す
ぐ
回
復
す
る
も
の
だ
そ
う
で
す
が

雪
り
に
し
て
二
石
一
品
升
一
合
一
一
一
を
も
よ
お
し
ま
す
が
、
こ
れ
が
オ
リ
ン
一
一
足
唱

σ
L
4
4
h
=む
し
ろ
心
配
な
の
は
、
こ
れ
が
、
こ
れ

ヤ
レ
ヤ
レ
の
一
安
心
一
一
ピ
ッ
ク
競
技
会
の
起
E
E
い
伝
え
ら
干

1
1
1
1
1
1
1
1二
か
ら
の
シ
ー
ズ
ン
に
な
る
赤
痢
に
つ
な

大
洲
農
業
改
良
普
及
所
一
一
一
れ
て
い
ま
す
。
一
φ
謀
、
残
暑
、
台
風
と
、
九
月
の
天
一
が
る
こ
と
で
す
。

U
H
U
H
H
H
H
H
H
H
H
H
I
一
φ
へ
ラ
ク
ル
ス
物
語
一
候
は
複
雑
で
す
が
、
さ
す
が
秋
の
気
配
一

制
覇
副
団
叶
汁
つ
け
朴
剤
一
口
加
盟
庖
、
連
絡
所i

語
調
羽

J

(2) 1 0日昭和 39年?月調菟子行

金

賞

に

浜

田

さ

ん

歌
曲
η

大
洲
η
入

選

作

き

ま

る

大
制
市
一
社
会
福
祉
協
議
会
の
主
催
、
一
H

大
洲
H

の
作
曲
を
一
募
集
し
た
と
ミ
ろ
一
圏
金
賞
i
浜
田
雄
輔
(
北
宇
和
郡
吉
田

大
洲
市
後
援
で
、
楼
弁
武
男
先
生
作
詩
一
十
六
曲
の
応
募
が
め
り
ま
し
た
O

こ
の
町
御
殿
内
)

捗制

主

芳三

桜井 Z主主雪作詞

i兵阻雄締作曲

量

:<t103号
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月
1
H
、

由…

Mode ~a to(希望者弔ゥ引
品:.. mp_ー ニ=〒~一一 v
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ながれも き

洲大

雄
飛
を
望
む
若
人
よ

山
う
る
わ
し
く
水
清
き

喜

三

郷

土

の

か

お

り

世

に

ひ

ろ

め

斗

至

巴

栄

誉

を

肩

に

荷

え

立

て

放
送
大
洲
テ
レ
出
刷
開
局
を
詞
創
リ
寸
ー
吋
謝
到
開
録
音
が
南
中
学
校
講
堂
で
行
手
、

主

の

あさまだ

主
己

mf ーー=二 ::::::==--v 

いよのおおす、の

よ

撃
南

牛

ε

v -冒ー一

言τ寸fII- - --~ 

がわぎ、レ に

号)イ

「--.-一←-.-→
6ト__.一一且ー--'-----'"

りたち こ

F
一
ヰ
砕
さ

撃

ーー・

.1....-.:: 

poco rit 
VI  

も あ い dJ

吋一一= = =1

しず、かに うか ね

大

掛!

(1) 

流
れ
も
清
き
水
郷
の

伊
予
の
大
、
洲
の
朝
ま
だ
き

霧
た
ち
こ
む
る
川
岸
に

静
か
に
浮
か
ぶ
も
あ
い
船

(2) 

藤樹の教今に継ぎ

人
住
む
と
こ
ろ
ゆ
く
と
こ
ろ

郷
土
の
誇
高
く
持
す

士
魂
英
才
世
に
み
つ
る

(3) 

伊
予
の
京
都
と
う
た
わ
れ
て

春
千
山
の
夕
霞
'

秋
農
穣
の
天
高
き

南
予
の
里
の
大
洲
郷

(4) 

農

事

メ

ロ
飼
料
作
物
の
播
付
は

秋
ま
き
の
飼
料
作
付
時
期
。
水
回

の
裏
作
は
ち
ょ
っ
と
お
く
れ
る
が
、

畑
に
は
八
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
播
付
す

る。一

i
二
頭
の
牛
で
も
、
栄
養
分

二
の
多
い
食
べ
や
す
い
も
の
、
又
は
作

一
一
業
の
忙
し
い
と
き
の
た
め
に
少
し
で

一
も
播
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

一
種
類
は
、
青
刈
エ
ン
バ
ク
、
ィ
タ

モ
図
柿
の
コ
ナ
カ
イ
ガ
ラ
防
除

人
目
に
つ
か
ぬ
と
こ
ろ
に
発
生
が

多
く
、
薬
に
よ
る
防
除
は
困
難
で
す

そ
れ
で
九
月
頃
か
-
り
R
A

を
越
す
揚
所

れ
ま
す
。


